
喫煙者がいる家庭では、タバコを吸わない家族が

受動喫煙をしてしまう機会が多くなります。とりわけ乳

幼児や子供がいる場合はその影響をうけやすくなり

ます。 

その影響度を調査した結果が左図のグラフです。

タバコの煙に含まれるニコチンは体内で“コチニン”

という物質に変化して尿中に排出されるので、尿中

のコチニン濃度を調べると、受動喫煙の程度がわか

るわけです。千葉市内で行われた調査では１５００人

の児童のうちコチニンの濃度が高かったのは６５人で、

そのほとんどが同居家族に喫煙者がいたという結果

だったそうです。喫煙者がいる家庭の子供たちは、

ほぼ確実に受動喫煙の影響を受けているのです。 

 

子供は大人に比べ呼吸数が多いため体重当たり

の煙を吸い込む量は多くなるので、成長過程の未熟

な身体には受動喫煙の影響は大きいと考えられます。

その結果、気管支ぜんそくや気管支炎、中耳炎、肺

炎などのほか、妊娠中の母親による喫煙は乳幼児

突然死症候群を引き起こす恐れもあると言われてい

ます。 

ついこの間まで子供だ

った皆さんの多くは、いつ

か家庭を持つときが来るで

しょう。その時、「やめたい

けど、やめられない」ニコ

チン依存症になっていて

は、大切な子供がかわい

そうですよね。 

だから、将来のためにも

タバコに手を出してはいけ

ません。 
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